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(
2

)

開

読

の
事
　

こ

の

件

に

つ

い
て

は

〔
一
二
‐
一
三

〕

が

ほ

ぼ

同

文

で

あ

る
。

(
3

)

本

奏

・
啓

〔
一
二
‐

一
三

〕
。

(4

)

唐

秤
　

こ

こ

で

は

生

硫

黄

を

持

参

し

、
そ

れ

を

中

国

で
煎

熟

し

た
結

果

が

二

万

斤

に

な

る

、

と

い
う

表

現

で

、

〔
一
六
‐
二
〇

〕
な

ど

の
官

報

に

同

じ

か
。

ま

た

〔
一
七
‐
一
〇

〕

注

(
2

)

を

参

照

。

国

王
尚
巴
志
よ
り
礼
部
あ
て
、
進
貢

の
事
、
海
船

の
修
理
を
請
う
事
な

ど

の
咨

(
一
四
三
五
、

一
、
二
〇
)

琉
球
国
中
山
王
尚
巴
志
、
進
貢
等
の
事
の
為
に
す
。

今
、
各
件
の
事
理
を
将
て
合
行
に
開
坐
し
移
咨
す
べ
し
。
施
行
せ
よ
。
須

ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
件

一
件
、
進
貢
の
事
。
今
、
使
者
伍
是
堅
等
を
遣
わ
し
、
使
者
義
魯
結
制
等

と
同

に
、
表
文

一
通
を
齎
捧
し
、
及
び
順
字
等
号
海
船
二
隻

に
坐
駕
し
、
共

に
馬
三
十
匹

・
硫
黄
三
万
斤
を
装
載
し
、
京
に
赴
き
進
貢
せ
し
む
。
咨
し
て

施
行
を
請
う
。

一
件
、
船
隻
の
事
。
宣
徳
六
年

(
一
四
三

一
)
の
間
、
欽
ん
で
福
建
都
司

永
寧
衛
金
門
千
戸
所
に
於
て
順
字
号
海
船

一
隻
を
換
与
す
る
を
蒙
り
、
使
者

由
南
結
制
等

・
通
事
梁
振
、
領
駕
し
て
回
国
す
。
方
物
を
装
載
し
て
進
貢
す

る
の
外
、
見

に
経
に
今
、
年
久
し
く
海
洋
を
歴
渉
す
れ
ば
、
本
船
損
壊
し
、

并
び

に
海
虫
■

損

し
て
船
底
折
垂
し
槓
■

は
損
壊

す
と
為

す
。
切

に
卑
国
、

物
料
艱
難
な
る

に
縁

り
、
未
だ
式

の
如
く
修
造
す
る
能

わ
ず
。
乞
為
う
、
上

年

の
事
例
も

て
修

理
し
て
堅
固
な
ら
し

め
て
回
国
す
る
を
奉
賜

し
て
、
以

て

応

に
下
年

の
輸

貢
に
便
益
な

ら
し

む

べ
け
ん

こ
と
を
。
咨

し
て
施
行
を
請
う
。

一
件
、
番
貨

の
事
。
所
有

の
附
搭

の
蘇
木
は
、
乞
為

う
、
事
例

も
て
奏
し

て
賜
わ
ん

こ
と
を
。
便
益

を
得

る
に
庶

か
ら
ん
。
咨

し
て
施
行

を
請
う
。

右
、
礼
部

に
咨

す

宣
徳
十
年
（
一

四
三
五
)

正
月

二
十

日

恭
字
隻
　

馬

二
十

匹

・
硫
黄

一
万
斤
大
を
装

す

順
字
隻
　

馬

一
十

匹

・
硫
黄

二
万
斤
大
を
装

す

咨

注

(1
)
伍
是
堅
　

こ
の
時
の
入
貢
に
つ
い
て

『明
実
録
』
正
統
元
年

(
一
四
三

六
)
正
月
戊
辰

・
丙
子
の
条
に
記
事
が
あ
る
。

(2
)
義
魯
結
制
　

『明
実
録
』
宣
徳
九
年
三
月
丙
午
・
四
月
丁
巳
、
正
統
二

年
五
月
丁
酉
、
同
三
年
八
月
甲
戌

の
条
に
入
貢

の
記
事
が
あ
る
。

(3
)
金
門
千
戸
所
　
福
建
省
金
門
島
に
置
く
。


